
キーワード：
Keywords:

造山帯と大地形―数値標高モデルを用いた再検討―
Orogens and global landform, revisited through an analysis of digital elevation model
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造山運動という用語は，その意味することが使い手によってしばしば異なり，誤解を生みやすい専門用語であ
る。さらに，地球科学においては「造山帯」は地質による地域区分であるが，高校の地理教育によって，一般
には「造山帯」は地形の区分であると誤解されている。つまり高校では，新期造山帯は高くて険しい山脈，古
期造山帯はなだらかな山脈であり，さらに古い安定陸塊（安定地塊）は平原であると教えられている（例え
ば，池田，2015）。そこで本発表では，大陸地殻の成長期と，数値標高モデルから抽出した標高および高低差
の関係を検討し，造山帯と大地形の関係をどのように理解すればよいのか提案する。 
1グリッドを150 km四方にして表した標高や高低差の分布をみると，幅数百kmの山岳地帯は，パンゲア分裂（中
生代）以降の造山運動を示す地質構造と対応関係がよいことが確かめられた（図１）。一方，パンゲア形成期
（古生代）の造山運動でできた造山帯と先カンブリア時代の造山運動でできた安定地塊（盾状地・卓状地）を
比べると，両者の起伏に差は認められなかった（図２）。つまり，造山運動終了後の侵食時間の長短に
よって，新期造山帯とそれ以外の大地形に差ができると教育するのはよいが，同じ理由で安定地塊と古期造山
帯の大地形に差があると教育するのは望ましくない。なお，古期造山帯や安定地塊でも「例外的に」起伏が大
きいところがあるが，その成因については，造山帯の年代よりずっと最近になって，起伏を大きくする作用が
働いた可能性を検討するのがよい。 
大地形の標高は基本的にアイソスタシーを反映するために，造山運動とはプレート収束境界における大陸地殻
の成長過程であるという定義（平ほか，1998）を採用し，造山帯を大地形と対応付けることが，もっとも合理
的な説明であると考えられる。貝塚（1996）は，新しい造山帯＝変動帯という用語法を採用し，陸上の大地形
の地域差を説明している。しかし，変動帯という概念には地殻の厚化が含まれておらず，1千万年前よりも昔に
遡って変動帯を復元することも難しいことから，その語は第四紀の地殻変動や中小の地形の分布を説明する際
にとどめておく方がよいと思われる。 
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